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01 大会オフィシャルグッズ開発座談会を開催！
今月のピックアップ！

Annaさん
ボランティアインタビュー

クイズ企画！
愛知・名古屋2026

「子育てと両立、あの経験をもう一度」

今回ご紹介するのは、愛知・名古屋2026大会に
応募されたAnnaさんです。応募のきっかけは、
「豊田でのラグビーW杯ボランティアが刺激的
で、心から充実した時間でした。同じように地
元で開催される大きな大会に、もう一度携わり
たいと思いました」とのことでした。 普段は
小学生2人を育てるお母さん。忙しい毎日の中
でも、「こんな私でも誰かの役に立てることが
幸せなんです」と、とてもホスピタリティ溢れ
るお言葉も頂くことができました。

 
また今回の大会に向けた意気込みについては、
「名古屋・愛知に足を運んでくださる皆さまを、
心からの笑顔で迎えたい。その思いがずっとあり、
募集開始当日に申し込んだほどです。気づけばボ
ランティアIDはとても若い数字で、自分の中でも
良い記念になりました」と、心待ちにしてくだ
さった気持ちが伝わってきます。
ラグビーW杯で英語対応を行った経験から、「アジ
ア大会では中国語でのコミュニケーションにも挑
戦したい」と現在も語学学習に取り組んでいると
のこと。積極的にスキルを磨きながら大会に臨む
姿勢には、頼もしさが感じられます。最後に、仲
間のボランティアへ一言。「お互いサポートしな
がら、楽しく活動していきましょう！」と温かい
言葉を寄せてくれました。
行動力とホスピタリティを兼ね備えたAnnaさん。
こうした前向きな思いが集まって、愛知・名古屋
2026大会はさらに輝くものになっていきます。

いよいよ2026年大会イヤー、ONE ASIA CREWの皆さまとともに愛知・名古屋2026大会への歩
みを進められることを、改めてうれしく感じております。
さて、昨年12月19日、愛知・名古屋2026大会の公式グッズ開発に向け、50名の皆さまと商品開
発会議を開催しました。本企画では、ボランティアならではの視点から多彩なアイデアが寄せら
れ、会場は終始、活気にあふれていました。
当日は、付箋に自由にアイデアを書き出し、グループごとに意見交換を行い最後はその場のみ
んなで意見のシェアを行いました。カプセルトイや入浴剤、扇子など、日常生活の中で使いやす
く手に取った人が大会を思い出せるようなグッズ案が次々と挙がり、さらに愛知や名古屋の歴
史や文化を取り入れたものや、大会キャラクターを活かしたデザインなど、地域性と大会らしさ
を感じさせる提案も多く見られました。
各グループの発表では、参加者同士が共感し合いながらアイデアを広げていく様子が印象的で、
前向きな空気が会場全体に広がっていきました。今回出された数多くのアイデアは、今後の公
式グッズ開発に活かしていく予定です。
ONE ASIA CREWの皆さまの想いが形となり、実際に店頭に並ぶ日を思い描きながら、大会に
向けた取り組みへの期待が高まる会議となりました。今後のイベントでも皆さんとお会いできる
のを楽しみにしています。

＼みなさん、お待ちかね…!?／
【クイズ企画 第３弾】をお届けします！
今回も “三択クイズ” に挑戦！
今回は配信中の共通研修にも出ていた
問題！もう既にみて頂いた方がほとん
どかと思いますが、復習も兼ねてレッツ
トライ！！！

Q1 自転車競技のトラック種目が行わ
れる会場は？
A. 伊豆ベロドローム
B. 愛知国際アリーナ
C. 京都府立京都スタジアム

Q2 ダイバーシティとは次のうちどれ？
A. ダイバーたちが集う場所
B. 新しいお茶の銘柄
C. 多様性のこと

Q3 知的・精神・発達障害の方へのサ
ポート方法で正しいのは？
A. 手取り足取りサポートする
B. ますは声をかけて確認する
C. 質問の回答は同伴の方にする

答えは右隅にあります。

Aichi -Nagoya2026  「 ONE ASIA CREW 「

↑集合写真 ↓活動の様子

答え：Q1:A,Q2:C,Q3:B
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